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△ ABC と △ EAD において
、
③④ より

仮定から <ABC = LEAD い ⑤

HB = AE い ①
①③⑤より

平行四辺形 の対辺は等しいので 2組の辺 と その 間 の 角が
BC = AD い、② それぞれ等しい ので

二等辺三角形 ABE の 底角 は等しいからf岬に𡵸仍ムABC = <AE B ・ 一

AD 11 BC で あり 平行線の 錯角 は等しい ので

<AE B = LEAD い ④



7 4
= な = 一 号
-

④

y
注意いし) し )

=

ク ( がり
ー

)
、

2は +3がた Etienne

=

5 ついろ

_まこ
(がっ 2xAxA t (か

にがだ -2abtb = 5 - 2T t 2

= 7 - 2T
-

nrrrnnnr

因数分解 でき ない

* x =

が
、

4なき
解 の 公式 2 a

x =

5さば炟
=

が一時 =聖ク
2 × 1

一、、



s(
y = f 、 A

= っは だから 表から x = - 3 の とき y = - 4 な ので
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A は x = - 2 の とき の y の値だから
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。

✗ +50+70+2 。 = , g 。

く、の煮 50※
円周角 の 定理 の 逆 より

内角 より

彡 ィ彳
x = 1 8 0 - 1 40

= 40
0

ーり

おて
_
全体 を x 匹 と する とS

印 の つい た ニジマス は

x × j = 50 およそ
全体 の f = j と 推測 できる

。 40
..x = 50 × 8

= 400



← - 2 ×2×が②
1

2

2 × 4 ×が④ 」
、

i ,

△ HOB = 4 + 2 =上
、、

AB の 中点 を 通る 。
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△ ABC と △ EAD において
、
③④ より

[仮定から [ABC = LEAD ・

HB = AE い ①
①③⑤より

平行四辺形 の対辺は等しいので 2組の辺 と その 間 の 角が[ BC = AD い、② それぞれ等しい ので

二等辺三角形 ABE の 底角 は等しいからf岬に𡵸仍ムABC = <AE B ・ 一/ADHBC で あり 平行線の 錯角 は等しい ので

<AE B = LEAD い ④


